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都市戦略の究極の目的は１つ

未来世代＝若年人口
を継続的に一定数確保続けるしくみづくり
（人口増加を目指さない、特定の人口層の継続確保だけが重要）

【管理目標】
若年層（20～30代）とは

①生まれも育ちも地元の若年層を地域に保留する（居住、雇用）
②まちに移住する職住近接型の若年層を確保する（居住、自営）

地域に根付く特定の世代の人口づくりが無ければ→まち、が空洞化
→地域へのロイヤリティが揺れる自由選択の時代だからこそ。

戦略の全体像は、都市の人口規模と体力によって異なる
若年層ターゲットなのでシティプロモーションの方向性は兼ねられるが

①と②、それぞれに必要な事業は異なる



都市機能の分散：河辺エリア（商業集積） 平成20年に駅前整備完了

昭和32年 市総合病院開館
昭和55年 総合体育館開館
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都市機能の分散：東青梅エリア（行政機能集積） 新市庁舎平成23年竣工
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都市機能の分散：青梅エリア（都市機能の分解→文化機能のみ集積）

昭和41年市民会館落成 昭和49年郷土博物館開館

昭和59年青梅市立美術館開館 昭和62年中央図書館開館
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青梅市における中心市街地活性化の足取り

2012～3年 青梅市中心市街地活性化基本計画の検討委員会発足
→その中で継続的な空き店舗対策事業の必要性指摘

2013年 青梅市中心市街地活性化基本計画（改訂原案）作

2013年3月 中心市街地活性化協議会結成

2013年4月 TM着任、中心市街地活性化事業＋計画の具体化開始

2013年 市街地総合再生計画の策定、中心市街地のポテンシャル確認のための事
業、まちづくり組織合意形成

2014年 サブTM２名採用、マルシェ等開発検討委員会立上げ＆視察事業、市街
地ポテンシャル調査事業、おうめ織めぐり事業

2015年4月 株式会社まちつくり青梅設立

2015年9月 おうめマルシェの定期開催開始（2回）

2016年1～3月 アキテンポ不動産ギャラリー開設、見学会開催（年１）

2016年4月 おうめマルシェの定期開催開始（隔月）

2016年6月 中心市街地活性化基本計画認定

2016年11月 青梅織物工業協同組合国有形文化財登録（４棟）

2017年4月 おうめマルシェ開催頻度UP（毎月）、実行委員会組織

2017年8月 アキテンポ不動産（3期）繰り上げ開催

2018年1～3月 アキヤ不動産（1期）スタート予定

2014.3

日立製作所
青梅事業所
閉鎖

2015.1
駅前スーパー
マーケットの撤退
（不動産係争）

2017.3
東芝

青梅事業所
閉鎖

2015.3
明星大学
青梅校閉鎖



青梅市中心市街地活性化基本計画（概要版2）



商工会議所４
まち会社３
行政３
商店街８
交通４

市民団体３
地域団体１
自治会２
観光協会１
地域経済４
医療福祉２
（合計35名）

オブザーバ４

平成25年4月10日〜

認定前１１回開催

認定後０４回開催



青梅市中心市街地活性化協議会

プ
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推
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事
業
主

駅前エリア

再開発事業の検討

旧青梅街道
商店街

まちゼミ・バルetc各事業
創業支援

地域事業連携

織物組合エリア

登録有形文化財登録
織区123の結成

ORIC祭

市、地権者 商店街、会議所 織物組合

内閣府・各省庁

青梅商工会議所青梅市

中心市街地
活性化事務局

中活チーム

オブザーバ

地域再投資
事業

おうめマルシェ事業
駐車場事業

空き店舗対策事業

まちつくり青梅

TM

概念的系統図



株式会社まちつくり青梅 会社概要

1,075万円（2017年増資、登記完了） ： 株主数 43

[監査役] 小澤順一郎（青梅商工会議所会頭） 根岸俊吉（元・青梅商業協同組合 副理事長）



★まちつくり青梅体制

コアスタッフ2名（30代）
①駐車場、アキテンポ不動産（主担当）
総務経理

②マルシェ、授乳室運営、視察（主担当）
その他事務

アルバイトスタッフ1名（20代）
①新規事業企画、デザイン（主担当）
マルシェ調査

駐車場管理人5名（50－60代）
住江町駐車場
1日2名交代制
※マルシェ、アキテンポ見学会、ギャラ
リーの鍵開閉などの業務も









アキテンポ不動産 × おうめマルシェ の相乗効果



青梅における市街地不動産物件の課題

オーナーへの正しい説得を含めた

ギャップを埋めるためのコーディネートが必要。：しくみづくり

住宅と店舗が併用

・所有者が居住の場合貸しづらい
（出入口、トイレが共有となる）
・住宅を含めると面積が大きすぎる
など

土地建物の権利関係
・合意のとりにくさ
・第三者介入が難しい場合も

需要物件と供給物件
のギャップ

・物件の数（供給できる物件数が少ない）
・規模（供給物件の規模が大きい）
・内容（飲食需要に対し適正物件が少ない）
・費用（改修工事、実勢に合わない家賃設定）
など



①所有者合意のとれた物件情報を整備し、ギャラリーで展示
（情報発信)

②物件見学会の開催（合同見学会）

③個別事業に合わせた相談会（マッチング）

※アキテンポ不動産そのものは、仲介事業ではない

賃貸物件を掘り起こせる打率 目視100件調査→連絡がつく20件→賃貸OKは5件程度



アキテンポ不動産ギャラリー（展示）



アキテンポ不動産見学会（見学風景）



アキテンポ不動産の実施成果

＜実施状況＞

第一回 アキテンポ不動産 2016年1-3月
供給物件数 6件
見学ツアー 4日間（1日2コース） 参加者数述べ50名

→開業申込者：8件 うち5件が開業

＊2016年4-9月期にも物件を追加し
マッチングに対応 1件開業
＊ウィークエンドショップの開業2件も

第二回 アキテンポ不動産 2017年1-3月
供給物件数 6件
見学ツアー 4日間（1日2コース） 参加者数述べ30名

→開業申込者：4件 うち1件開業＋1件開業準備中

第三回 アキテンポ不動産 2017年9-10月
供給物件数 5件
見学ツアー 3日間（1日1コース） 参加者数述べ30名

→開業申込者：2件（見学会前に契約） 開業準備中

開業実績10件＋週末開業2件
→合計12件のうち4件がおうめマルシェ参加歴のある事業者



■開業者のうち、4件はマルシェ参加事業者
■アキテンポ不動産等を通じた開業後に、マルシェ参加してくれている事業者も5件以上



おうめマルシェの実施成果

・見向きもされなかった青梅市街地に、市内の若手事業者からの継続的参画を募ることで、
このエリアでの店舗開業を意識することになった

・定期的な商店街＋マルシェ会場のPR実施により地域内外の消費者が認知機会が多くなる。

・商店街の若手も奮起、新しいイベント「わけありもの市」を自主的に立上げるなど



中心市街地活性化の取組成果（2013.4-2017.12 = 4年8ヶ月：判明ベース）

新規開業数 64件

廃業数 49件

※青梅市中心市街地の商店数：150店舗以下
商圏規模1.3万人程度



出典：中心市街地活性化協議会事務局調べ

中心市街地活性化の取組成果（2013.4-2018.3= 5年：判明ベース）

開業の業態比率（%） 閉業の業態比率（%）



中心市街地活性化波及効果（2013.4-2018.3= 5年：判明ベース）

アキテンポ不動産経由での開業

中心市街地活性化協議会との関係のある開業

相乗効果による自然開業



しくみづくり イメージづくり
エリア

マネジメント

市街地再生を成功させる3つの重要な組立て

物件調査開拓
情報入手利便性向上
物件賃貸条件交渉
開業支援

この街で開業したい、
或いは開業できる！
を生み出す事業の実施

どんな人に集まって
もらうか、地域にどんな
ニーズがあるか
エリアの再構築センス

アキテンポ不動産 おうめマルシェ まちつくり青梅



今年開業した市街地の店舗紹介 2017年4月オープン サイクルハーバー青梅



開業した市街地の店舗紹介 2017年6月オープン 青梅駅前授乳室



今年開業した市街地の店舗紹介 2017年9月 家具工房＋ショールームBUTLER



開業した市街地の店舗紹介 2017年12月 美容室OTO



まち会社改修転貸物件：クラフトビール武藤麦酒商店（2018年4月開業！準備中）



2014 2015〜

2017





まちつくり青梅による対策＝青梅広域連携できる拠点開発①

→定住のフックとなる週末型観光とリンクする事業に市街地事業者を接続し、事業開発に
参加させていく。それまでに、まちつくり青梅の増資と資金調達力を確保＝市街地収益力強化

情報・活動場たまり場・食材・余暇など提供の機能強化



まちつくり青梅による対策＝インバウンド対策を兼ね街中週末観
光のPR・調査・拠点開発②
→定住のフックとなる週末型観光とリンクする事業に市街地事業者を接続し、事業開発を行う。

民泊

ツアー

＋

既往の青梅市内観光地傾向

欧州圏観光客
（仏国・東欧が主流 登山、日本酒）

アジア圏観光客
（中国語圏が主流 自然景観花）

日本人観光客
（アウトドア・日本酒・はしご酒）

各国客の反応や満足度
を調査・分析しながら

＜青梅式：モデル事業と民間投資誘発の概念図＞

中心市街地活性化関連で
生まれた事業
おうめマルシェ
（地域の農産物や衣食住産品の市場）

青梅麦酒
（ご当地ビールのクラフトビールバー、
アキテンポ不動産から開業）

青梅織物工業協同組合
（地域の歴史的資源、アート、クラフト）

チーム澤乃井
（日本酒ファン利き酒イベント、小澤酒
造とも連携）

モデル事業

適
切
に

情
報
発
信

民
間
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ら
の
投
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誘
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アキテンポ不動産
アキヤ不動産

既に受け皿事業がある強み

空き店舗・空き家を活用
したインバウンド拠点
整備について経産省の
事業予算審査に通過
（H30年度事業）





変化の速い縮小社会へ向けたプロジェクトの鉄則

①あるものを活かし最小限投資でこのまちにしかない個性を強化
→市民の見えていないニーズを細かく洗い出しながら次の投資へ

※事業のtry&error、実施結果の検証を細かく継続することで必ず方針は見えてくる

②小中規模市場を目指す＝重層化＋ネットワーク強化
→市街地であれば、歩行圏/広域圏を両方意識する
→商品開発は、大量生産のパラドックスに嵌らない

③新しい住民、事業者を常に受け入れ、地域文化に多様化を
→まちの伝統やカラーを守るだけでは不足
→常に流入人口がいるだけでも不足
→新旧の文化が融合するコーディネートを

→まちの多様性を維持し可視化し続ける

=空き店舗、空き家、旧公共施設などのストック活用は
そのツール・通過点に過ぎないがチャンスでもある



未来世代に選ばれる、多様性のあるまちを目指して！


